
 

 

 

 

 

 

 

  ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅソフトウエア 

  Ver.2.06 

 

 

 

 

  Ver1.96以降、極点図表示は等高線に変更しました。 
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変更履歴 

* @version 1.0 

  Version1.89  2020/12/30 LaboTex CW-＞CCW優先 

 Version1.90 2021/09/04 TXT2->Ras変換時、Indexをファイル名先頭から取り込む 

 Version1.91 2021/09/18 LaboTextoICDDチェック外す 

 Version 1.92 2021/09/22 MTEX複数ファイル選択に変更 

 Version1.93  2022/04/06  SmartLab（NEW）追加 

 Version1.94  2022/04/09 MTEX変換不良修正 

 Version1.95  2022/04/12  toOrthorhombic 追加 

  Version1.96 2022/07/10  極点図表示を等高線に変更 

 Version 1.97   2022/12/30  TXT step=5.0 以外に対応 

   Version 1.98   2023/01/07  ICDDに登録されていない指数変換 

 Version 1.99   MTEX逆転 

 Version 2.00   normalizeCheck追加 

 Version 2.02 2023/03/30 TXT 読み込み修正 

 Version 2.03 2023/04/07 Orthorhombic 登録されていない指数変換(labotoICDD)修正 

 Version2.04 2023/10/03 極点図中心α=0 から並ぶ TXT2読み込み（Smartlab 極点図 Export） 

 Version2.05 2023/12/08 5以上の指数取得失敗修正 

 Version2.06 2024/10/31 datacut修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

本ソフトウエアは、ＬａｂｏＴｅｘ、ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ、ＮＴＥＸで計算し

た完全極点図から、ＰＦｔｏＯＤＦの入力極点図を作成します。（あるいはＡＳＣファイル） 

例えば，Ｌａｂｏｔｅｘのモデリング機能を使ってＯＤＦを計算し、そのＯＤＦから 

   極点図が計算される。この極点図を用いて、複数のＯＤＦ入力ファイルが作成可能になります。 

   同一入力極点図でも、ＯＤＦによって、計算されるＯＤＦが異なることは経験出来ます。 

ファイルの流れ 

 

ｌａｂｏＴｅｘ、ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ｐｏｐＬＡ 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ,ＭｕｌＴｅｘ、ＭＴＥＸ 

極点図のＥｘｐｏｒｔ 

TXT極点図,TXT2極点図 

 

 

 

 

                 ＴＰＦファイルなど 

                  

 

 

 

     ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅ                   

                                       Ａｓｃファイル 

 

 

 

 

 

         TXT、TXT2ファイル            

 

 

 

    ＰＦｔｏＯＤＦ３ 

 

         Ｏｔｈｅｒ 

         popLA,Bunge,MulTex 

 

 

           TXT                EPF                               POL 

  ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ     ＬａｂｏＴｅｘ         ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 

 



ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅの起動 

 各種 ODF で再計算された極点図選択 

  作成する極点図のフォーマット指定 

 

   LaboTex の再計算極点図の Next 選択 

 β範囲が 90度以内の場合などの FullFiber化  材料の指定 

  

Ｆｉｌｅで極点図を選択 

  

 

 LaboTex の場合、CWtoCCWの選択が適当である。 

 

 

 



例 ＬａｂｏＴｅｘを選択 

 複数の極点図が含まれている場合、対象極点図を選択 

 

 

選択した極点図が表示される。 

 

 ＯＫでファイル Successが表示されれば作成完了 



 

 

が選択されている場合[2013/07/30 追加] 

 

 ファイル名はＨＫＬ．ＴＸＴに変わります。 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘの注意点 

 非対称極点図の場合、ＴａｂｏＴｅｘの入力データは右回転（ＣＷ）で入力されます。 

 PFtoODF3ソフトウエアで変換する時の変換と同期した変換が必要になります。 

  

 

 CCWの場合、極点図が逆転するが、ODFは一致します。 

 

 

 

 

 

 



 

ＬａｂＴｅｘのＭｏｎｏｃｌｉｎｉｃなどの場合 

 ＬａｂｏＴｅｘの場合、ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアで指数変換が行われる。 

 ＩＣＤＤ   ＬａｂｏＴｅｘ 

   

  

 再計算極点図のＴＰＦファイルにはおかしな計算が行われた指数が表示される 

  ｛００４｝－＞｛４｝ 

 ｛０－１１｝－＞｛－９｝ 

 ｛０－１３｝が｛－７｝ 

  

 

対策 

  

 

 



 

 

ＬａｂｏＴｅｘ表示で極点図指数付けをおこなう場合 

 

 

 

 

ＩＣＤＤ表示で極点図指数付けをおこなう場合 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ｆ－１ ＴＰＦファイル 

 ＬａｂｏＴｅｘの再計算極点図 

 

 

 

XRDMLファイルから直接 LaboTexで解析すると、β範囲が 2.5から 357.5(Step=5 の場合)となり、 

LaboTex 上で極点図が、シフトして表示される。更に Exportした再計算局点図が 1/4 対称にも関わらず、 

β範囲が 0->175度となる。 

β範囲が 0から 360 の場合、1/4対称では、βの範囲が 0->90度となるので、注意が必要です。 

 

この問題は、本ソフトウエア(Ver1.75以降)で対応しています。 

 

 

 

 



 

 

Ｆ－２ ＨＰＦファイル 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓの再計算極点図 

 

 

 

 

Ｆ－３ ＴＥＸＴファイル 

  

極点図の中心から、α、βを５．０度間隔のデータ 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ｆ－４ ＴＥＸＴ２ファイル  

 ＣＴＲパッケージのデータ処理結果ファイル 

 極点図の中心α角度＝９０ 

  

 

Ｆ－５ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦファイル 

 Ｃ：￥ＯＤＦ￥ｏｕｔｍａｘ．ｔｘｔより指数を得て、極点図をサーチする。 

  

 

Ｆ－６ ｐｏｐＬＡファイル  

 通常、C:¥Xディレクトリの極点図（RAW,EPF,FUL,WPF,HPF,APF） 



 

Ｆ－７ Ｂｕｎｇｅファイル 

 拡張子*.PF 

 複数極点図から１面を選択 



 

 

 

 

Ｆ－８ Ｂｒｕｋｅｒ ｕｘｄ ｆｏｒｍａｔ 

Ｆ－８－１ ＳＣ－ｃｏｕｎｔｅｒ ｕｘｄデータ  

 極点測定データ、データ処理した拡張子 ｕｘｄデータ 



 複数極点図から１面を選択 

  

  

  Ｆ－８－２ ＭｕｌＴｅｘ３ データ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ－９ ＧＡＤＤＳ  



ｐｏｐＬＡ出力データ   

拡張子 ＲＡＷファイル、ＥＰＦ、ＦＵＬ，ＷＰＦ 

  

  



Ｆ－１０ ＭＴＥＸ 

  


